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 研究要旨：本活動は、炎症性腸疾患（IBD）の診断•治療•予後•管理等に関する知識等を、国民•患者

およびその家族、また、一般臨床医•医療従事者に広く普及することを目的とするものである。本年度、

患者および家族に対して、IBD の主に内科治療に関する患者向け冊子（「知っておきたい治療に必要な基

礎知識」潰瘍性大腸炎およびクローン病版）を更新し、班員の施設に広く配布した。また、従来、IBD

患者の妊娠や出産に関する情報は乏しく、その問題点に答えるために、同様の小冊子（—妊娠を迎える

炎症性腸疾患患者さんへ−知っておきたい基礎知識 Q&A）を作成、日常診療に利用されることとなった。

今年度中にはこれらの冊子を、研究班ホームページホームページ（HP）上でダウンロード可能とする予

定である。      

 また、先の研究班から継続してきて行われてきた一般医向け研究成果報告会は必ずしも十分な啓発効

果は発揮されないと考えられ、今年度は、先の研究班にて作成された「一目で分かる IBD」を近年の画

像診断や治療の進歩に合わせて全面改訂（冊子「第二版」）を行い冊子としたものを、前述の HP に公開

する予定である。  

 新難病法のもと、各都道府県毎に難病指定医研修が行われるが、まず千葉県の研修において、平成 28

年 1月 17 日に、この冊子のスライドを用いた講習が行われた。 
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A.研究目的 

本活動は、炎症性腸疾患（IBD）の診断•治療•

予後•管理等に関する知識、特に本研究班におけ

る研究成果を、国民•患者およびその家族、また、

一般臨床医•医療従事者に広く普及することを目

的とする。 

 

B.研究方法 

 国民および患者•家族に対する啓発活動として

は、先の研究班にて平成 19 年度から全国各地区

において計 12 回の研究報告会が開催され、合わ

せて 2100 人を超える参加者に対して報告を行っ

たが、同様の形式の啓発活動の継続は、非効率と

思えた。本年度は、より広範囲の患者や家族の啓

発のため、患者向け冊子（「知っておきたい治療

に必要な基礎知識」潰瘍性大腸炎およびクローン

病版）の改訂を行った。また、IBD 女性患者にと

って、妊娠や出産は大きな問題である一方で、研

究の困難さから、情報も限られ、一般消化器医に

おける知識も必ずしも十分とはいえないと思わ



れ、患者向け冊子（—妊娠を迎える炎症性腸疾患

患者さんへ−知っておきたい基礎知識 Q&A）を新た

に作成した。 

 また、一般医に対する啓発活動に関しては、昨

年度は、千葉県地区および奈良県地区において、

研究成果報告会が開催されたが、同報告会にて使

用されていた「一目でわかる IBD」を、近年の IBD

疫学データや画像診断や治療の進歩に沿って、内

容の改訂（第二版）を行い、また、本冊子の活用

方法を検討した。 

（倫理面への配慮） 

 特になし 

 

C.研究結果 

 先の渡辺班において作成された患者向け情報

冊子「知っておきたい治療に必要な基礎知識」（潰

瘍性大腸炎およびクローン病）の内容に関して検

討を行ったが、いずれの疾患においても新薬（抗

TNF-α抗体製剤やタクロリムスなど）の出現に合

わせて、その内容をアップデートし、冊子として

刊行した。本冊子は、班員の施設にて患者・家族

に対する治療の説明に使用された。 

 また、IBD 女性患者の妊娠や出産に関する正確

な情報を提供するため、小冊子「—妊娠を迎える

炎症性腸疾患患者さんへ−知っておきたい基礎知

識 Q&A」を作成し、班員の施設で患者や配偶者な

どの家族への説明に使用された。 

 「一目でわかる IBD」（第二版）の刊行を行い、

冊子を班員の施設に配布した。また、同スライド

を用いて、平成 28 年 1月 17 日に千葉県における

難病指定医研修の講演にて使用された。 

  

D.考察 

今年度中に、アップデートした患者向け情報

冊子「知っておきたい治療に必要な基礎知識」や

「—妊娠を迎える炎症性腸疾患患者さんへ−知っ

ておきたい基礎知識Q&A」の研究班HP上で公開し、

患者および家族が自由にダウンロードし、利用す

ることで、患者および家族の啓発に大きく寄与す

ることが期待できると思われた。特に、小冊子「—

妊娠を迎える炎症性腸疾患患者さんへ−知ってお

きたい基礎知識 Q&A」を活用していくことで、患

者が不適切な情報をもとに、治療を自己判断で中

止することなどがなくなることを期待したい。 

今回改訂した「一目でわかる IBD」（第二版）」は

冊子として班員の施設において使用されるだけ

でなく、研究班 HP にて公開することで、一般医

を対象としたIBDに関する啓発に寄与することが

期待できると思われた。また、同時に本研究班に

て作成および毎年、改訂されている「潰瘍性大腸

炎・クローン病診断基準・治療指針」の最新版も

同様にホームページ上に公開することで、全国の

IBD 診療の均てん化に寄与することが期待された。 

 

E.結論 

 国民•患者（および家族）•一般医に対する啓発

•広報活動に関して、今後、更新される診療ガイ

ドラインや治療指針も含めて、IBD における研究

や診療内容の進歩に伴い、今後も提供する情報を

適時、アップデートし、研究班 HP 等にて公開し

ていくことが重要と思われた。 
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